
地方都市郊外によくある大型ショッピングセンター、
ロードサイドショップ

３．毎年１％の所得を取り戻す～経済循環
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LM3（地域内乗数３）理論に基づいた（産業連関表が無くても出来る！）
消費・流通・生産の３段階を通じた域内経済循環の把握

ステージ
設定

ステージ１
消費

ステージ２
流通

ステージ３
生産

ステージ４
投入財生産

地域外 域外消費者
域外事業体

域外事業者 域外生産者 域外投入財生
産者

地域内 家計消費 スーパー
直売所
JA,GSなど

農家
林家
など

農林業機械

燃料、肥料、農
薬、種子など

事業体調達

域内所得 事業体域内賃金
⓪

流通事業者域内賃
金①

生産者域内
賃金②

投入財生産者
域内賃金③

事業体経由
パターン
LM3計算
（LM4)

R1 ＝ 家計購入

額＝事業体売上
額（予算額）

R2 ＝ 域内調達

額①＋事業体域内
賃金⓪

R3 ＝ 流通事業

者域内調達額②
＋流通事業者域
内賃金①

R４ ＝ 生産者
域内調達額③

＋生産者域内
賃金②

地域内乗数の
基本算定式
Ｒ１ / Ｒ１＋Ｒ２＋
Ｒ３

一般消
費者・事
業体から
のLM3

R1 ＝ 流通事業
者売上額①

R2 ＝ 流通事業
者域内調達額②

＋流通事業者域
内賃金①

R3 ＝ 生産者
域内賃金②

＋生産者域内
調達額③

購入① 調達② 調達③購
入
⓪

調達①
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2018年度 島根県益田市経済循環調査

居酒屋A

居酒屋部門

売上げ
5,430万円

地元
仕入額

2,650万円

魚1,840万円
酒450万円
野菜190万円

流通所得290万円

地元産品購入額
930万円

生産所得290万円

資材販売所得
30万円

LM3値2.23 飲食費1,000円当たり112円所得創出
地
元
密
着
タ
イ
プ

居酒屋B

売上げ
5,200万円

LM3値1.00 飲食費1,000円当たり０円所得創出
全
国
チ
ェ
ー
ン
店

地元仕入額
０円

＊全国的なデータからは
地元仕入れがほとんどない
場合が多い。

同じような売上げ規模の居酒屋同士で比較しても、地元仕入れや地元産品利用の違いで、地
域全体としては、域内所得の創出に大きな違いがあることがわかります。
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応用分析①～地元でパンを作る意味

¥0

¥1,000,000

¥2,000,000

¥3,000,000

¥4,000,000

¥5,000,000

¥6,000,000

¥7,000,000

¥8,000,000

¥9,000,000

¥10,000,000

Ａ

原
料
も
製
造
も
地
元

Ｂ

製
造
も
地
元

Ｃ

販
売
の
み

地元の所得創出額

923万

760万

220万

同じ2,000万円の売り上げ
のパン屋があったとしても

１個100円の域外のパン
地元所得創出額 11円

１個150円の完全地元パン
地元所得創出額 69円

50円の
価格差以上！

58円の
所得差

地元の小麦粉とバターを使っ
た富良野のパン屋さん
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¥10,000,000

生鮮 菜

応用分析②～野菜を買うなら産直市

産
直
市

域
外
仕
入
れ
の
ス
ー
パ
ー

地元の所得創出額

1036万

220万

同じ2,000万円分の
生鮮野菜を買ったとしても

産直コーナーで勝負する
スーパーマーケット「キヌヤ」

＊㈱キヌヤ：島根県・山口県に22店舗

売上に占める地元仕入れは
17％、18億円！

←店内の一等地に
「地のもん広場」54



■宮崎県五ヶ瀬町家計調査成果～食品部門（１世帯平均）

食費トップは外食費８万円～７割が町外消費＝5,000万円以上流出
２位は生鮮肉６万円～３割強町内、3位はお菓子５万円～５割町内
町内購入率トップは、56.5％の生鮮野菜55



■食費部門分析からわかる所得取り戻しの可能性

●パンの場合～域内購入率２６．４％

１世帯平均 域内購入額４，３４１円、域外購入額１２，０７４円
町全体１，２７２世帯では、１，５００万円分のパン購入代金が流出
町内に少なくともあと１軒のパン屋さんの新規定住が成り立つ可能性

●食費部門全体では

町内での購入額：２億６，６５２万円
町外での購入額：４億１、７２２万円 食費全体の６１％分が流出
＊類型別の世帯数で集計～消費額の多い世帯ほど町外比率が高い傾向

●今後の取り戻しの戦略は？～例えば、50％×50％作戦

①各品目の町内購入率を高める～まずは50％を町内で買う
②各品目の町内産比率を高める～町内で買う食料の50％は地元産を実現
→この２つが実現できれば、町全体で推計５，０００万円以上の所得増へ

☆今回の品目別の域内購入率の違いを参考にやり易い品目から
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

営
農
法
人

建
設
会
社

福
祉
団
体防

災
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織

交
通
事
業
者

直
接
支
払
い
協
定

エ
ネ
ル
ギ
ー
組
合

人材、資金、土地、施設を横断し、「範囲の経済」を発揮

柔軟な連結決算の仕組み

「八岐大蛇（ヤマタノオロチ）」を地域に育てる！！

「自然の利子」（食糧・ｴﾈﾙｷﾞｰ･資源）で支える条件優位性

縦割りの補助金、行政制度 ～各専門分野での「規模の経済」を追及

４．合わせ技の組織・拠点をつくる
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邑南町出羽地区の取り組み
●コミュニティ×●農業＝地域発展

人口913人、高齢化率37.8%
集落数 12 （2010年）
出羽公民館区

●地域自治組織の立ち上げ
（12集落→「出羽自治会」）

●「出羽夢づくりプラン」の作成

＊総務部、生活部、交流部、産業部の設置

●直接支払い１１協定の大合併

将来像の共有

●人材バン
ク（お助け
隊）設立

●地域マ
ネージャー
雇用

会計事務

●耕作放棄地２ha再生 34

1,764万円
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出羽自治会
＝出羽公民館エリア

合同会社 出羽

大
林

百
石

後
木
屋

岩
屋

後
谷

淀
原
二

淀
原
一

山
田

三
本
松

出
羽

三
日
市
二

三
日
市
一

連携

事務局

総
務
部

生
活
部

交
流
部

産
業
部

自治会の機能だけでは難しい、収益
事業、空き家対策、産業等について、
機動的に対応できる実働部隊として
2013年に設立。資本金539万円 出
資社員17名（設立時６万円、６名）＜集落＞

農業部門
農地集積32ha
放棄地活用

新規就農支援

定住部門
空き家活用
（修繕、賃貸）
起業支援

パン屋も出来た！ 定住の窓口機能も併設

起業支援
でパン屋も
オープン59


	03-1_【藤山先生】田園回帰の時代と持続可能な地域社会
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31




